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３月教育委員会定例会議事録 

 

                    午後 １時２５分開会・開議 

        令和２年３月１９日（木） 

                    午後 ２時２１分閉会・散会 

 

 令和２年３月１９日御坊市教育委員会定例会を御坊市教育委員会会議室

に招集 

 

議事日程 

 日程第１ 議事録署名委員の指名 

 日程第２ 会期及び時間の決定 

 日程第３ 前回の議事録の承認 

日程第４ 教育長の報告 

日程第５ 議事 

      第 ８号議案 御坊市適応指導教室設置要綱の全部を改正す

る要綱 

      第 ９号議案 御坊市学校運営協議会規則の一部を改正する

規則 

      第１０号議案 御坊市公民館地区館及び分館の運営に関する規

程の一部を改正する規程 

      第１１号議案 児童館運営に関する規程の一部を改正する規程 

日程第６ その他  

(1) 行事予定について  

(2) ３月定例市議会における一般質問について  

(3) その他  

 日程第７ 次回開催日の決定  

日程第８ 議事  
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       第１２号議案 御坊市立学校管理規則の一部を改正する規則 

            

委員等定数 ５名 

出席委員等 (５) ・奥 幹夫教育長 ・柚瀨真規子委員 ・坂田 豊委員 

   ・文蔵武人委員  ・芝﨑二郎委員 

欠席委員  ( )  

説明のため出席した者の職・氏名 

・教育次長   箱 谷 徳 一 ・生涯学習課長 森 田    誠 

 ・教育総務課長 阪 本 興 平 

本委員会の書記の職・氏名 

 ・教育総務課長補佐 細谷 真名美 

 

◎ 開会及び開議 

○ 教育長から開会を宣告する。 

 

◎ 日程第１ 議事録署名委員の指名 

○ 教育長から議事録署名委員に、芝﨑二郎委員を指名する。 

 

◎ 日程第２ 会期及び時間の決定 

○ 教育長から本委員会の会期を本日限りとし、閉会予定時刻は午後２時

３０分を目処としたいとの提案をした。出席委員に異議なく、会期及び

時間を決定した。 

 

◎ 日程第３ 前回の議事録の承認 

 ○ 教育長が、全委員に対して意見等を求めたところ、特段の異議、意見

等なく、これを承認することとした。 

 

◎ 日程第４ 教育長の報告 

 １．校長会  

   ２月１７日の校長会については、特に報告するような主だった内容は

ございませんでした。  
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３月１８日の校長会について報告します。教育長伝達として、綱紀の

厳正保持ということを伝達しました。中学校の教師が体罰をしたという

ことで懲戒処分が出ています。小中学校で体罰が続いているので、県の

資料を使って職員に研修をするよう通達がありましたので、校長に伝達

して指導監督の徹底を依頼しています。  

その後、協議に入りました。現在は新型コロナの影響で臨休に入って

いて、今後どのようになっていくかわからないところです。今のところ、

卒業式と修了式に代えての登校日は設けるが、離任式は行わないという

方向です。４月の入学式と始業式についてはまだ、最終決定はしていな

いので、そのことについて協議をしました。校長先生に話したのは、本

日１９日に政府の専門家会議があり、その見解を聞いて政府から指針が

出るように聞いています。それを受けて県から開校とか臨休の期間等何

かいってくると思うので、それを確認してから入学式と始業式について

の判断をしたいということを連絡しています。各学校には、臨休等これ

までにない対応をしてもらっているので、その中で困っていること、協

議したいことについて話を聞きました。３月１８日の校長会の主だった

内容はそのようなところです。  

 ２．日高地方定例教育長会  

   ３月３日の日高地方定例教育長会についてです。最初は、いつものよ

うに日高教育支援事務所から連絡等がありました。２月頃、和歌山県教

育長会で県の教育委員会から機構改革をするということを聞きました。

まだ具体的なことはわからないということで、大まかなことについての

説明がありました。まず、事務所を紀北と紀南に大きく分け、紀北は今

の本庁の教育委員会の事務所が中心になり、紀南は学びの丘を中心とし

た事務所になるということです。紀北は有田以北、紀南は日高から以南

になります。日高教育支援事務所がなくなり、紀南の方に入ることにな

るのですが、部屋として数人はそのまま残るということですが、詳しく

はわかりません。榎本所長からはそのような内容の話と、今後、様々な

動きが出てくるので、その都度、市町の教育委員会へ連絡を入れさせて

もらいますという話がありました。これが日高教育支援事務所からの主

だった連絡です。  
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その後、議事に入りました。議事の 1 つは日高地区教科用図書採択協

議会の設立に向けてということです。小中学校で採用される教科書の採

択権限は市町村の教育委員会にあります。ただ、採択していくには地区

を設定して採択していくということになっているので、日高地方の各市

町がひとつの採択地区として取り組みを進め、日高地区で同一の教科書

を採択することになります。日高地区の教育長会がその組織の中心とな

って会を開き、進めていきます。来年は中学校の全教科の教科書の採択

になりますので、その採択協議会設立に向けて話し合いをしました。  

それから、令和２年度日高地方中学校春季体育大会、歯と口の健康週

間におけるポスター標語募集について共催依頼がありましたので協議を

しました。  

その後、この日は新型コロナウイルスの関係で臨時休業に入っていた

ので、時間をかけて、各市町の対応や取り組みについての情報交換を行

いました。３月３日の定例教育長会の主だった内容はそのようなところ

です。  

 ３．その他  

   特になし  

 ○ 坂田委員より「新型コロナによって修学旅行にはどんな影響がでてい

るのですか。」との質問があり、教育長が「修学旅行については９月以

降に延期ということになります。中学校４校すべてと小学校では名田小

学校が春に実施していましたので、秋に延期ということになります。修

学旅行については、定例教育長会でも話し合い、郡内すべてそのような

形となっています。」と答えた。 

 ○ 芝崎委員より「定例教育長会でのコロナについての情報交換の内容は

どのようなものでしたか。」との質問があり、教育長が「定例教育長会

があったのは３月３日で臨時休業に入ったばかりでした。それで、県か

らの色々な連絡についての話や、臨時休業中の家庭学習などの配布物の

ことや子どもの健康状況の把握や確認方法で家庭訪問をするかしないか、

それから授業の未履修分をどうするか、また子どもの居場所確保という

ことで、学童に行ってない子への対応など、さしあたって３月３日現在

で出た内容について話しました。」と答えた。 
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 ○ 柚瀨委員より「学校で子どもを預かることについて、先生方のとまど

いや困ったことはありませんでしたか。」との質問があり、教育長が「各

学校に確認したところ、家庭訪問や家庭連絡等で子どもの状況を把握し

ていて特に問題や変わったことはないと聞いています。」と答えた。預

かりの人数については、教育総務課長が「だいたい１０人くらいで推移

しています。昨日１８日は１２人、今日１９日は６人です。期間は２４

日までなのであと２日ですが、困ったということは聞いていません。」

と報告した。 

 ○ 柚瀨委員より「外で遊んでいる子どもを見かけましたが、どのような

過ごし方をしているのですか。」との質問があり、教育長が「学校の方

へは目に余る行動があれば指導するという程度で、それほど過重に見回

ることは求めていませんでした。校区内で生徒指導に出る学校もありま

したが、特にそれほど子どもを見かけなかったと聞いています。基本は

家庭待機としているので、それほど出歩く子もいなかったようです。」

と答えた。 

 

◎ 日程第５ 議事  

 第８号議案 御坊市適応指導教室設置要綱の全部を改正する要綱 

○ 生涯学習課長より､｢１５ページから２８ページをご覧ください。第８

号議案につきましては、御坊市適応指導教室設置要綱の全部改正です。

主な改正内容は、１６ページの第５条（定員数）、１７ページの第６条

（体験入室）、第７条（入室の申込）、第８条（入室の承認等）、第９

条（退室の手続）の追加等でございます。改正前の要綱では、定員数を

記載していませんでしたので、今回１０名程度ということを１６ページ

の第５条において追加させていただきました。また、第６条、第７条、

第８条、第９条につきましては、改正前の要綱では、教室の入室又は退

室を希望する者は、教育長に申出を行うものとする。また、申出があっ

たときは、教育長は、児童生徒対策委員会へ諮問し、児童生徒対策委員

会は検討結果を教育長に答申し、教育長は入退室を決定するものとする

と記載されています。これまでは、体験入室のこと及び入室の申込書な

どの様式が記載されていませんでしたので、今回の全部改正で１７ペー
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ジの体験入室に関する第６条、入室の申込に関する第７条、入室の承認

等に関する第８条、退室の手続に関する第９条を追加等させていただき

ました。 

また、様式に関しては、１９ページからになります。体験入室を希望

する場合は、１９ページの様式第１号体験入室申込書で保護者から学校

へ、そして、２０ページの様式第２号で学校から教育長に体験入室依頼

書を提出します。体験入室が終了した場合は、２１ページの様式第３号

体験入室終了通知書で、学校へ通知します。入室を希望する場合は、２

２ページの様式第４号入室申込書で保護者から学校へ、そして、２３ペ

ージの様式第５号で学校から教育長に入室依頼書を提出します。そのこ

とを児童生徒対策委員会へ諮問し承認した場合は、２４ページの様式第

６号入室承認通知書で、学校へ通知します。不承認の場合は、２５ペー

ジの様式第７号入室不承認通知書で、学校へ通知します。退室を希望す

る場合は、２６ページの様式第８号退室届で保護者から学校へ、そして、

２７ページの様式第９号で学校から教育長に退室依頼書を提出します。

そのことを児童生徒対策委員会へ諮問し承認した場合は、２８ページの

様式第１０号退室決定通知書で、学校へ通知します。以上が、主な全部

改正の内容であります。ご審議の程、よろしくお願いいたします。」と

提案理由を説明した。 

○ 柚瀨委員より「今までは、申込書などの様式はいっさいなかったので

すか」との質問があり、生涯学習課長が「あったのですが、きちんと様

式を決めてなかったので、要綱として定めました。」と答えた。  

○ 第８号議案について、教育長から出席委員に意見を求めたところ、他

に特段の意見等なく、第８号議案については、承認することと決定した。  

 

第９号議案 御坊市学校運営協議会規則の一部を改正する規則  

○ 教育総務課長から､｢本案につきましては、地方教育行政の組織及び運

営に関する法律が改正され、本規則で引用しています規定に条ずれが生

じますため、本規則の一部を改正するものです。ご審議のほど、よろし

くお願いします。｣と提案理由を説明した。  

○ 第９号議案について、教育長から出席委員に意見を求めたところ、特
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段の意見等なく、第９号議案については、承認することと決定した。 

 

第１０号議案 御坊市公民館地区館及び分館の運営に関する規程の一部を

改正する規程  

○ 生涯学習課長から､｢３２、３３、３４ページをご覧ください。第１０

号議案につきましては、地方公務員法及び地方自治法の一部を改正する

法律の施行により、本年４月１日から会計年度任用職員制度が開始する

ことに伴う、御坊市公民館地区館及び分館の運営に関する規程の一部改

正でございます。この会計年度任用職員制度により、御坊市公民館地区

館、分館の館長及び主事の身分が特別職の非常勤職員から会計年度任用

職員になりますので、主な改正内容といたしましては、第３条第３項中、

「任命期間」を「任用期間」に改め、同条第４項中、「報酬は、月末に

支給する」を「２１日に支給する」と改めるものであります。ご審議の

程よろしくお願いいたします。｣と提案理由を説明した。  

○ 第１０号議案について、教育長から出席委員に意見を求めたところ、

特段の意見等なく、第１０号議案については、承認することと決定した。 

 

第１１号議案 児童館運営に関する規程の一部を改正する規程 

○ 生涯学習課長から､｢３５から３９ページをご覧ください。第１１号議

案につきましては、これも、本年４月１日から会計年度任用職員制度が

開始することに伴う、児童館運営に関する規程の一部改正でございます。  

この制度により、児童館の児童厚生員の身分が特別職の非常勤職員から

会計年度任用職員になりますので、主な改正内容といたしましては、見

出しを、「児童館運営に関する規程」を「児童厚生員の任用等に関する

規程」に改め、第３条の見出し及び同条中の「任命」を「任用」に、並

びに第４条の見出し及び同条中の「在任期間」を「任用期間」にそれぞ

れ改めるものでございます。また、第５条第２項「職員は週２５時間以

上の勤務とする」を実際の勤務時間に合わせまして、「職員は週１５時

間以内の勤務とする」に改めるものでございます。ご審議の程よろしく

お願いたします。｣と提案理由を説明した。  

○ 第１１号議案について、教育長から出席委員に意見を求めたところ、
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特段の意見等なく、第１１号議案については、承認することと決定した。 

◎ 日程第６ その他 

（１）行事予定について 

○ 教育総務課長から、行事予定について報告した。 

（２）３月定例市議会における一般質問について 

 ○ 教育総務課長より、３月定例市議会について次のとおり報告を行った。

３月議会では、教育関係のことで、４名の議員から一般質問がありまし

た。まず、小池議員から、コロナウイルス感染症対策として、臨時休校

に伴う学習面の遅れや家庭への負担についての質問がありました。それ

に対しては、「学校の臨時休校に伴い、未履修分をどのようにしていく

かが課題となっています。中学校３年生と小学校６年生については、卒

業間近ということもあり、必要な履修については、ほぼ終わっています。

問題となるのは、中学校１、２年生と小学校１年生から５年生までの未

履修分をどのようにするかということになりますが、今のところ臨時休

業の期間が延長されるのかどうかなど見込めませんので、決定はしてお

りません。今後出される県の方針等を見ながら決定していきたいと考え

ます。ご家庭への負担については、臨時休業に伴い、子どもたちが一日

家で生活を送ることにより、仕事を休んだり、昼食を用意するなどのご

負担が生じていますが、保護者の方には、学校を臨時休業とした趣旨を

ご理解いただき対応をお願いしているところです。また、市においては、

どうしても家で一人で過ごせない児童の居場所を学校に確保しています。」

というふうにお答えしています。 

次に宮路議員から、プログラミング授業の開始ということで体制は整

っているのかという質問がありました。それに対しては「本年４月から

小学校でのプログラミング教育が始まります。和歌山県では、これに先

駆け平成３１年度から「きのくにＩＣＴ教育」が先行実施されています。

この取り組みが行われる前年の平成３０年１０月から小学校の教員と中

学校の技術科教員を対象とした研修が始まり、その後も継続して行われ

ています。また、県教育委員会から指導資料や教材の配布もあり、本市

においてもこれらを活用した授業を行ってきています。現時点で問題点

等は聞いていませんのでスムースなスタートがきれるものと考えており
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ます。それに加えまして、プログラミング教育を実施するにあたり、必

要となる端末につきましては各学校に１クラス分のパソコンとタブレッ

トを整備していますので、この点につきましても問題なくスタートがき

れるものと考えております。」とお答えしております。 

宮路議員からもう 1 点空調の関係で大きな質問があり、その中で３点

の質問がありました。１点目は「市内全校の電気料金について、小中学

校の空調の整備が終わって、空調の導入前と後では電気料金はどうなっ

ているのか」ということですが、「導入前と今年度の電気料金を比較す

ると大きい学校では約１．２倍の料金となっています。」とお答えして

おります。２点目は電気料金に対する国の補助制度はないのかとの質問

ですが、それに対しては知る限りにおいてありませんので、「ありませ

ん。」とお答えしています。３点目は「節電方法としてデマンド監視装

置はついているのか、また、自動制御システムはつけているのか」との

質問ですが、それに対しては「高圧電力を受電している学校施設におい

ては、節電やコスト削減のため、デマンド監視システムを設置していま

す。しかし、空調機自動制御システムは使用していません。現在のデマ

ンド監視システムの利用料金は１校当たり月額４，０３０円となってお

ります。これが空調機自動制御システムを導入した場合の利用料金がど

うなるのかといいますと、設置しているエアコンの室外機の数に応じて

料金が加算されるため、１年生から６年生まで１クラスの学校の場合、

その利用料金は、月額２７，４３０円になると試算され、約７倍のラン

ニングコストがかかることになります。学校施設は大規模なショッピン

グモールや工場のような広さではないため、デマンド監視装置からの発

報を確認してから教職員が手動で電気機器の使用を制御することが可能

でありますので、現在のデマンド監視システムで対応していきたいと考

えます。今後も電気使用状況等を見ながら、節電やコスト削減の方法を

検討していきたいと考えています。」とお答えしています。 

芝田議員からは新型コロナウイルス関連で２点の質問がありました。

１点目は臨時休校に伴う児童預かりの相談件数と預かり数についてです

が、学校への相談件数の把握はしておりませんので、「件数の把握はで

きておりません。」とお答えし、預かり数については、その日に応じた
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預かりの人数をお答えしております。２点目の「学童保育と同じスケジ

ュールでの預かりを行っているのか」との質問については「朝は学童と

同じで８時からですが、終わりは学童は７時までですが、預かりは４時

までです。」とお答えしています。 

小川議員からもコロナ関係で３点の質問がありました。１点目は一斉

休校の判断理由についての質問ですが、これにつきましては「国、県の

要請を受け、コロナウイルス感染拡大防止のため、３月２日から２４日

までを臨時休業とすることを教育委員会として決定しました。」とお答

えいたしました。２点目の子どもたちや保護者への対応ということで「臨

時休業中の心得については、市で統一した文書は配布しませんが、各学

校から文書や口頭で指導しています。保護者が昼間、家にいない小学生

への対応につきましては、学童保育を申し込まれていない家庭で、保護

者の方がどうしても仕事を休めないなどの理由で、児童が一人で家で過

ごせない場合は小学校に相談してもらい、学校で預かることにしており

ます。」とお答えしております。３点目の未履修分についてどうするの

かとの質問ですが、これに対しては「未履修分については各学校で、既

に把握済みで授業を実施する必要があると考えています。この部分につ

いてのまとめのテストを実施するかしないか、また、成績に入れるか入

れないかについてはそれぞれ各学校の判断になります。」とお答えして

います。以上が３月定例市議会の一般質問についての報告です。 

（３）その他 

 ○ 教育総務課長から、コロナウイルス関連の報告として、３月１３日開

催の臨時校長会の内容についての報告をした。 

 

◎ 日程第７ 次回開催日の決定 

 ○ 教育長が次回開催日について出席委員に諮り、４月１６日（木）午後

１時３０分からとした。 

 

◎ 日程第８ 議事 

 ○ 教育長が､｢事務局からの議案を追加したい旨、提案がありました。」

との報告をし、出席委員に諮り、全委員の同意を得て審議に入った。  
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第１２号議案 御坊市立学校管理規則の一部を改正する規則 

○ 教育総務課長から､｢第１２号議案ですが、規則改正文案の作成が遅れ

ましたことから、追加議案として提案させていただきます。ご了承願い

ます。本案につきましては、公立の義務教育諸学校等の教育職員の給与

等に関する特別措置法が改正され、本年４月から施行されることに伴い、

市立学校の教育職員についても、時間外勤務時間の上限を定める必要が

あるため、学校管理規則を改正し、１ケ月当たりの上限時間、１年間の

上限時間、それから、臨時的な特別な事情が生じた場合の１ケ月当たり

の上限時間、１年間の上限時間、５ケ月平均の上限時間、１年の内１ケ

月４５時間を超えて業務を行う上限月数をそれぞれ定めるものです。  

なお、規定する時間等は、労働基準法で定められた上限時間と同じです。  

また、令和元年１０月から開始した幼児教育の無償化に伴い、私立幼稚

園への就園奨励制度を行う必要がなくなりましたことから、本規則の附

則第２項において私立幼稚園就園奨励費補助金交付規則を廃止するよう

にしています。以上、ご審議のほど、よろしくお願いします。」との提

案理由の説明があった。  

○ 第１２号議案について、奥教育長から出席委員に意見を求めたところ、

特段の意見等なく、第１２号議案については、承認することと決定した。 

 

◎ 閉会及び散会 

 ○ 教育長から令和２年３月１９日（木）の御坊市教育委員会定例会の閉

会を宣告する。 

 

              閉会時刻 午後 ２時２１分 閉会・散会 
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上記会議の顛末を記載し、相違のないことを証するため、ここに署名する。 

 

 

          教 育 長 

 

 

          署名委員 


